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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
１－（２，５，６，６－テトラメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－
オンまたは１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロ
パン－２－オン。
【請求項２】
下記式（１a）
【化１】

で表されるシス－１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル
）プロパン－２－オン又は下記式（１ｂ）

【化２】
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で表されるトランス－１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－
イル）プロパン－２－オン。
【請求項３】
１－（２，５，６，６－テトラメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－
オン、１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン
－２－オンおよび１－（６－メチレン－２，２，３－トリメチルシクロヘキサン－１－イ
ル）プロパン－２－オンから選択されるプロパノン誘導体を有効成分として含有すること
を特徴とする香料組成物。
【請求項４】
請求項２記載のシス－１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－
イル）プロパン－２－オン（１ａ）及び／又はトランス－１－（２，５，６，６－テトラ
メチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オン（１ｂ）を有効成分として
含有することを特徴とする香料組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規なプロパノン誘導体とその製法ならびにそれを含有する香料組成物に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明の化合物である、１－（２，５，６，６－テトラメチル－１－シクロヘキセン－
１－イル）プロパン－２－オン（以下、β体と記載する。）、１－（２，５，６，６－テ
トラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オン（以下、α体と記載す
る。）は、これまで単離または合成されたという報告はなく、ましてやその香気香味特性
については全く知られていなかった。また、１－（６－メチレン－２，２，３－トリメチ
ルシクロヘキサン－１－イル）プロパン－２－オン（以下、γ体と記載する。）は非特許
文献１において、既に合成されている公知の化合物であるが、これまでこの化合物の香気
香味特性に関する報告は無く、従って香料として利用価値があることは全く知られていな
かった。
【０００３】
　一方、本発明化合物と同様の骨格を有する化合物としては、１－（２，６，６－トリメ
チル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オンが特許文献１に記載されてお
り、フローラル様、フルーティー様、ウッディー様、イリス様、バイオレット様の香気香
味特性を有し有用であると記載されている。また、１－（６，６－ジメチル－２－メチレ
ンシクロヘキサン－１－イル）プロパン－２－オンが、特許文献２に記載されており、フ
レッシュなパインニードルトーンでハーバル様、グリーン様、フローラル様、フルーティ
ー様、ウッディー様、イリス様、バイオレット様の香気香味特性を有し有用であると記載
されている。
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１９５０１４号公報
【特許文献２】特開平１０－２２６６６４号公報
【非特許文献１】Ｊｕｌｉａ，Ｓ．，Ｊｕｌｉａ，Ｍ．，Ｌｉｎａｒｅｓ，Ｈ．，ａｎｄ
 Ｂｌｏｎｄｅｌ，Ｊ．Ｃ．，Ｂｕｌｌ．Ｓｏｃ．Ｃｈｉｍ．Ｆｒａｎｃｅ，１９５２－
１９５９（１９６２）．
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、消費者の嗜好性は多様化し、それに伴って各種各様の香気を有する食品及び香粧
品が製造されている。これらの多様化に対して、従来公知の香料化合物だけでは各種各様
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の香気を有する食品用香料及び香粧品用香料の需要には対応しきれず、従来にない新しい
タイプのユニークな香料素材の開発が強く求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　そこで本発明者らは、上述の課題を解決するため、鋭意研究を行った。その結果、本発
明の新規な請求項１の化合物及び請求項３の化合物は、上述の要求課題を解決できる従来
にないユニークな香気香味特性を有し、香料化合物として極めて有用であることを見いだ
し本発明を完成するに至った。
かくして本発明は、１－（２，５，６，６－テトラメチル－１－シクロヘキセン－１－イ
ル）プロパン－２－オンまたは１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセ
ン－１－イル）プロパン－２－オンを提供するものである。
また本発明は、下記式（１a）
【０００７】
【化１】

【０００８】
で表されるシス－１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル
）プロパン－２－オン又は下記式（１ｂ）
【０００９】

【化２】

【００１０】
で表されるトランス－１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－
イル）プロパン－２－オンを提供することができる。
さらに本発明は、１－（２，５，６，６－テトラメチル－１－シクロヘキセン－１－イル
）プロパン－２－オン、１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１
－イル）プロパン－２－オンおよび１－（６－メチレン－２，２，３－トリメチルシクロ
ヘキサン－１－イル）プロパン－２－オンから選択されるプロパノン誘導体を有効成分と
して含有することを特徴とする香料組成物を提供することができる。
また本発明は、前記したシス－１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセ
ン－１－イル）プロパン－２－オン（１ａ）及び／又はトランス－１－（２，５，６，６
－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オン（１ｂ）を有効成
分として含有することを特徴とする香料組成物を提供することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明により提供されるプロパノン誘導体は、それぞれ特徴的な香気香味特性を有して
おり、これらの１種または２種以上を好適に食品用香料ないしは香粧品香料に使用するこ
とにより、従来にない好ましい天然感が付与された特徴的な香料組成物を提供することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明のγ体は、３，３，４－トリメチル－１－シクロヘキセンメタノールとイソプロ
ペニルメチルエーテルより合成されるアリルビニルエーテル型化合物をクライゼン転位反
応させることにより、シス／トランスが約１／９の幾何異性体混合物として合成すること
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ができる。ここで用いる３，３，４－トリメチル－１－シクロヘキセンメタノールは、市
場において入手可能な２，３－ジメチルフェノールを原料として、文献（Ｋａｗａｎｏｂ
ｅ．Ｔ．，Ｋｏｇａｍｉ．Ｋ．，Ｈａｙａｓｈｉ．Ｋ．，Ｍａｔｓｕｉ．Ｍ．，Ａｇｒｉ
ｃ．Ｂｉｏｌ．Ｃｈｅｍ．，５１，７９１（１９８７））記載の手法により調製すること
ができる。
【００１３】
　また、前記γ体を酸の存在下で異性化すると、請求項１のプロパノン誘導体を得ること
ができる。ここで、用いる酸としては、特に限定されないが、例えば、りん酸、硫酸、塩
酸のような無機酸類；ｐ－トルエンスルホン酸、トリフルオロメタンスルホン酸、酢酸、
シュウ酸などの有機酸類；塩化アルミニウム、トリフルオロボランエーテル錯体、塩化亜
鉛などのルイス酸；酸性イオン交換樹脂などが挙げられる。酸の使用量としては、原料で
あるγ体に対し０．００１～２０モル％が良く、０．１～１０モル％がより好ましい。ま
た、この反応は、溶媒を用いても用いなくても良いが、溶媒を用いる場合には、水、アル
コール類、エーテル類、ケトン類、エステル類、炭化水素類、ハロゲン化合物などを溶媒
として用いることができ、その使用量としては、原料に対し０．５～１０重量倍が好まし
く、１～５重量倍が特に好ましい。また、前述の酸を溶媒として用いることもでき、この
際の使用量としては、原料に対し０．５～１０重量倍が好ましく、１～５重量倍が特に好
ましい。また、この反応を行う際の温度は、特に限定されないが、低温下では進行が遅く
、高温下では重合等の副反応が進行することを考慮すると、－２０～６０℃が好ましく、
０～２０℃がより好ましい。このようにして得られるプロパノン誘導体は、シクロヘキサ
ン環内１位に二重結合を有するβ体とシクロヘキサン環内２位に二重結合を有するα体の
混合物である。また、使用した原料γ体が幾何異性体混合物の場合には、得られてくるα
体も幾何異性体の混合物として得られる。得られる異性体混合物を所望によりカラムクロ
マトグラフィー、分取ガスクロマトグラフィー等の方法で処理することにより、異性体を
それぞれ単離することができる。また、上述のα体、β体、γ体の１種または２種以上を
原料として用い、接触水素化反応を行うことで、水素化体を得ることができる。
【００１４】
　このようにして調製できるα体、β体、γ体、水素化体は、反応後そのままの状態で使
用することもできるが、所望により蒸留、カラムクロマトグラフィー等の方法で精製後使
用することもできる。また、これらの化合物は単独で用いることもできるが、混合物とし
て使用することもできる。
【００１５】
　本発明品のα体、β体、γ体、水素化体の香気特性を示せば下記表の様である。
【００１６】
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【表１】

【００１７】
　本発明化合物はそれ自体で特有の香気を有するものであるが、公知の芳香成分よりなる
香料組成物に本発明化合物を添加することにより、該香料組成物との調和を保ちながらも
、香気の改善および増強に極めて優れた効果を発揮する。
【００１８】
　本発明の香料組成物に使用される請求項１及び請求項３のα体、β体、γ体及び水素化
体の１種または２種以上の混合物の配合量としては、目的とする香気、調合香料の用途な
どにより異なるが、一般的には香料組成物中に０．０１～５０重量％、好ましくは０．０
１～３０重量％配合する。
【００１９】
　また、本発明の香料組成物に使用されるα体及びγ体それぞれについての幾何異性体の
比率としては、目的とする香気、調合香料の用途などにより異なるが、シス／トランス＝
０／１００～５０／５０が好ましく、シス／トランス＝０／１００～２０／８０が特に好
ましい。
【００２０】
　本発明化合物を用いて香料組成物を調製する際に、他に使用される香料化合物としては
、例えば、香料化学総覧，１，２，３［奥田治著　廣川書店出版］、Ｐｅｒｆｕｍｅ　ａ
ｎｄ　ｆｌａｖｏｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，１，２［Ｓｔｅｆｆｅｎ　Ａｒｃｔａｎｄｅ
ｒ著］、合成香料［印藤元一著　化学工業日報社出版］などに記載の香料化合物を挙げる
ことができる。
【００２１】
　本発明の香料組成物は、飲食品類に用いることで、その特徴的な香気特性を商品に付与
し、多様化する消費者のニーズを満足できる、ユニークな商品を提供できる。飲食品類と
しては、例えば、飲料類、冷菓類、デザート類、菓子類、調味料類等が挙げられる。本発
明の香料組成物は、香粧品類に用いることで、その特徴的な香気特性を商品に付与し、多
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様化する消費者のニーズを満足できる、ユニークな商品を提供できる。香粧品類としては
、例えば、香水、オーデコロン、化粧水、染毛剤、石鹸、ボディーソープ、シャンプー、
リンス、トリートメント、シェービングクリーム、洗剤、漂白剤、芳香剤、香油、線香等
が挙げられる。
【実施例】
【００２２】
　以下に、実施例、参考例及び比較例を挙げて本発明を詳しく説明するが、本発明はこれ
に限定されるものでない。
【００２３】
　参考例１：１－（６－メチレン－２，２，３－トリメチルシクロヘキサン－１－イル）
プロパン－２－オンの合成
１Ｌの耐圧容器中で、３，３，４－トリメチル－１－シクロヘキセンメタノール（４６．
２ｇ，０．３０ｍｏｌ）、イソプロペニルメチルエーテル（２１６．０ｇ，３．０ｍｏｌ
）、ピバリン酸（６．１ｇ，０．０６ｍｏｌ）を窒素雰囲気下に１８０℃で５時間反応す
る。反応液をエバポレーターで濃縮し、得られた粗製物（８８．０ｇ）を減圧下に蒸留す
ることにより、１－（６－メチレン－２，２，３－トリメチルシクロヘキサン－１－イル
）プロパン－２－オン（３８．５ｇ）を得た。収率６６％。
得られた化合物は、分析の結果シス／トランス＝１０／９０の幾何異性体混合物であった
。
（物性データ）
１－（６－メチレン－２，２，３－トリメチルシクロヘキサン－１－イル）プロパン－２
－オン
香気：ウッディー、カンファー様でフレッシュ感のある香り
ＮＭＲ（１Ｈ，４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：０．８１（ｓ，３Ｈ）；０．８２（ｄ，３
Ｈ，Ｊ＝６．８Ｈｚ）；０．８８（ｓ，３Ｈ）；１．２０－１．２７（ｍ，１Ｈ）；１．
５０－１．５８（ｍ，２Ｈ）；２．１０（ｓ，３Ｈ）；２．１０－２．２１（ｍ，２Ｈ）
；２．４２－２．６０（ｍ，３Ｈ）；４．５８（ｓ，１Ｈ）；４．６９（ｓ，１Ｈ） δ
ｐｐｍ
ＮＭＲ（１３Ｃ，１００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：１５．５９；２１．４６；２６．４０；
３０．２３；３０．８４；３１．６１；３５．２９；３６．６４；４３．０１；５１．１
２；１０９．９６；１４８．４２；２０８．８９ δｐｐｍ
ＭＳ：１９４（Ｍ＋，１），１７９（１７），１６１（６），１５１（１３），１３６（
６６），１２１（８９），１０９（３９），９５（５７），８３（５４），７７（１３）
，６７（２４），５５（４４），４３（１００），２７（６）．
＊スペクトルデータは主要な異性体のものについて記載した。
【００２４】
　実施例１：１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プ
ロパン－２－オンと１－（２，５，６，６－テトラメチル－１－シクロヘキセン－１－イ
ル）プロパン－２－オン混合物の合成
　３０ｍＬ反応フラスコに、８５％りん酸（９．７ｇ）を仕込み、氷水冷下撹拌する。こ
こに、参考例１で得られた１－（６－メチレン－２，２，３－トリメチルシクロヘキサン
－１－イル）プロパン－２－オン（９．７ｇ，５０．０ｍｍｏｌ）を１０±５℃／０．５
ｈｒで滴下し６ｈｒ撹拌する。加水後エーテル抽出、重曹水洗、ブライン洗を行い、乾燥
後、濃縮し残渣（９．７ｇ）を得る。これを、蒸留し得られた留分（６．８ｇ）をシリカ
ゲルカラムクロマトグラフィーにより精製することで、目的とする異性体混合物（４．７
ｇ）を得た。収率４８％。
【００２５】
　得られた混合物は分析の結果、１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキ
セン－１－イル）プロパン－２－オンが３９％、１－（２，５，６，６－テトラメチル－
１－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オンが５６％の混合物であり、１－（２
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，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オンにつ
いては、シス／トランス＝１２／８８の幾何異性体混合物であった。
【００２６】
　得られた混合物を更に、シリカゲルカラムクロマトグラフィーにより分画することによ
り、位置異性体である１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－
イル）プロパン－２－オンと１－（２，５，６，６－テトラメチル－１－シクロヘキセン
－１－イル）プロパン－２－オンを単離した。更に、１－（２，５，６，６－テトラメチ
ル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オンを分取ガスクロマトグラフィー
にて分画することにより、幾何異性体であるシス体とトランス体を単離した。
【００２７】
　（物性データ）
トランス－１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロ
パン－２－オン
香気：ダマスコン様のフルーティ、フローラルでフレッシュ感のある香り
ＮＭＲ（１Ｈ，４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：０．７６（ｓ，３Ｈ）；０．７９（ｓ，３
Ｈ）；０．８２（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝６．８Ｈｚ）；１．４２－１．５６（ｍ，１Ｈ）；１．
５９（ｄ，３Ｈ，Ｊ＝１．５Ｈｚ）；１．５６－１．６６（ｍ，１Ｈ）；１．９２－２．
０２（ｍ，１Ｈ）；２．１７（ｓ，３Ｈ）；２．２３（ｄｄ，Ｊ＝１７．７，４．０Ｈｚ
，１Ｈ）；２．３２－２．３４（ｍ，１Ｈ）；２．６２（ｄｄ，Ｊ＝１７．７，６．５Ｈ
ｚ，１Ｈ）；５．２７（ｂｒｓ，１Ｈ） δｐｐｍ
ＮＭＲ（１３Ｃ，１００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：１５．３１；２０．９４；２２．８７；
２５．２３；３０．３０；３１．９０；３２．４８；３４．９１；４５．６３；４５．８
２；１２１．２０；１３６．３４；２０８．８２ δｐｐｍ
ＭＳ：１９４（Ｍ＋，２），１３６（６３），１２１（１００），１０９（１０），９５
（９），８１（２３），７０（１０），５５（１３），４３（５４）．
シス－１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）プロパン
－２－オン
香気：わずかにオゾンノートを有するメチルイオノン様香気
ＮＭＲ（１Ｈ，４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：０．６２（ｓ，３Ｈ）；０．８５（ｄ，３
Ｈ，Ｊ＝６．６Ｈｚ）０．８８（ｓ，３Ｈ）；１．４７－１．４８（ｍ，３Ｈ）；１．４
９－１．５８（ｍ，１Ｈ）；１．５８－１．６５（ｍ，１Ｈ）；１．８４－１．９３（ｍ
，１Ｈ）；２．２１（ｓ，３Ｈ）；２．４５（ｄ，Ｊ＝６．０Ｈｚ，２Ｈ）；２．５９－
２．６５（ｍ，１Ｈ）；５．３６（ｂｒｓ，１Ｈ） δｐｐｍ
ＮＭＲ（１３Ｃ，１００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：１４．６２；１５．９２；２２．１９；
２６．１１；３０．１４；３１．８４；３５．１２；３８．１７；４３．２７；４４．６
８；１２２．２６；１３４．７３；２０８．９３ δｐｐｍ
ＭＳ：１９４（Ｍ＋，２），１３６（７０），１２１（７２），１０９（２１），９５（
１６），８１（３９），７０（１８），５５（２５），４３（１００）．
１－（２，５，６，６－テトラメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－
オン
香気：カンファー、ボルネオール様でハーバル感のある香り
ＮＭＲ（１Ｈ，４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：０．７９（ｓ，３Ｈ）；０．９０（ｄ，３
Ｈ，Ｊ＝６．８Ｈｚ）；０．９２（ｓ，３Ｈ）；１．３５－１．４５（ｍ，１Ｈ）；１．
４５－１．６０（ｍ，２Ｈ）；１．５２（ｓ，３Ｈ）；１．９０－２．００（ｍ，１Ｈ）
；２．０５－２．２５（ｍ，１Ｈ）；２．１５（ｓ，３Ｈ）；３．１２（ｓ，２Ｈ） δ
ｐｐｍ
ＮＭＲ（１３Ｃ，１００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：１６．６５；２０．６７；２１．５３；
２６．５４；２７．１５；２９．２３；３１．６１；３７．８６；３９．００；４４．３
７；１３０．７４；１３１．４０；２０７．８７ δｐｐｍ
ＭＳ：１９４（Ｍ＋，１４），１７９（１８），１６１（５），１５１（１５），１３７
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７），５５（１４），４３（５０）．。
【００２８】
　実施例２：１－（２，５，６，６－テトラメチルシクロヘキサン－１－イル）プロパン
－２－オンの合成
　５０ｍＬ耐圧容器中に参考例１で得られた１－（６－メチレン－２，２，３－トリメチ
ルシクロヘキサン－１－イル）プロパン－２－オン（２．９ｇ，１５．０ｍｍｏｌ）、９
５％エタノール（１５ｍＬ）及び５％Ｐｄ－Ｃ（０．３ｇ）を仕込み、窒素置換後、０．
５ＭＰａの水素圧下、１００℃で反応を行い、触媒ろ過後濃縮し減圧蒸留することで、水
素化物が約８５％含有される留分（２．６ｇ）を得た。収率８７％。
（物性データ）
１－（２，５，６，６－テトラメチルシクロヘキサン－１－イル）プロパン－２－オン
香気：ウッディー、カンファー様でアンバー、アニマリックなアンダートーンを持つ香り
ＮＭＲ（１Ｈ，４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：０．５２～１．００（ｍ，１２Ｈ）；１．
２０～１．６５（ｍ，６Ｈ）；１．５５～２．０２（ｍ，１Ｈ）；２．０２～２．５０（
ｍ，２Ｈ）；２．１６（ｓ，３Ｈ） δｐｐｍ
ＮＭＲ（１３Ｃ，１００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ３）：１４．８６；２０．９０；２３．３３；
２７．９０；２８．７７；２９．８５；３０．０４；３４．６０；３５．７８；３９．９
７；４０．８０；４４．７２；１２１．０３ δｐｐｍ
ＭＳ：１９６（Ｍ＋，５），１３８（５９），１２３（９２），１１１（３０），９５（
２３），８３（２２），６９（２７），５５（４７），４３（１００），２９（６）．
＊スペクトルデータは主要な異性体のものについて記載した。
【００２９】
　実施例３：フレッシュシトラスタイプ香料の調製
　実施例１で製造した１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－シクロヘキセン－１－
イル）プロパン－２－オンを用いて、下記に記載の処方でフレッシュシトラスタイプの香
料組成物を調製した。同様に比較例１として１－（２，５，６，６－テトラメチル－２－
シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オンの代わりにα－ダマスコンを使用した香
料組成物を調製した。
【００３０】
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【表２】

【００３１】
実施例３と比較例１について１０名の専門パネラーによる香気評価を行った。なお、評価
方法は次のとおりである。
（評価方法）
強さを、（５） 強い、（４） やや強い、（３） どちらでもない、（２） やや弱い、（
１） 弱いの５段階、拡散性を、（５） 良い、（４） やや良い、（３） 一般的、（２）
 やや悪い、（１） 悪いの５段階にて評価し、各パネラーの評点の相加平均を総合評点と
し、評価結果を表３に示す。
【００３２】
【表３】

【００３３】
　以上のように本発明品を使用した実施例３の方が拡散性に富んだ、フレッシュなシトラ
ス様香気が増強され好ましいという評価結果が得られた。
【００３４】
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　実施例４，５，６：ハーバル・フローラルタイプ香料の調製
　参考例１で製造した１－（６－メチレン－２，２，３－トリメチルシクロヘキサン－１
－イル）プロパン－２－オン、実施例１で製造した１－（２，５，６，６－テトラメチル
－１－シクロヘキセン－１－イル）プロパン－２－オン及び実施例２で製造した１－（２
，５，６，６－テトラメチルシクロヘキサン－１－イル）プロパン－２－オンをそれぞれ
用いて、下記に記載の処方でハーバル・フローラルタイプの香料組成物を調製した。同様
に比較例２として実施例４，５，６で使用した本発明品の代わりにカンファーを使用した
香料組成物を調製した。
【００３５】
【表４】

【００３６】
実施例４、５、６と比較例２について１０名の専門パネラーよって前期と同様な方法で香
気評価を行い、評価結果を表５に示す。
【００３７】
【表５】

【００３８】
　以上のように本発明品を使用した実施例４，５，６のいずれも比較例２よりも拡散性に
富んだ、フレッシュなハーバル・フローラル様香気が増強され好ましいという評価結果が
得られた。
【００３９】
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　実施例７：シャンプーへの賦香例
　実施例３，４，５，６及び比較例１，２の各香料組成物を下記処方のシャンプーベース
にそれぞれ０．３％ずつ賦香し、シャンプー組成物を調製した。
【００４０】
【表６】

【００４１】
　得られたそれぞれのシャンプー組成物について１０名の専門パネラーによる香気評価を
行い、実施例３および比較例１の香料組成物を使用したシャンプーの香気評価を表７に示
し、実施例４、５、６および比較例２の香料組成物を使用したシャンプーの香気評価を表
８に示す。なお、評価方法は次のとおりである。
(評価方法)
強さを、（５） 強い、（４） やや強い、（３） どちらでもない、（２） やや弱い、（
１） 弱いの５段階、嗜好性を、（５） 良い、（４） やや良い、（３） 一般的、（２）
 やや悪い、（１） 悪いの５段階にて評価し、各パネラーの評点の相加平均を総合評点と
した。
【００４２】
【表７】

【００４３】
　以上のように本発明品を使用した実施例３の方がより嗜好性の高い、フレッシュなシト
ラス様香気が増強され好ましいという評価結果が得られた。
【００４４】
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【表８】

【００４５】
　以上のように本発明品を使用した実施例４，５，６のいずれも比較例２よりも嗜好性の
高い、フレッシュなハーバル・フローラル様香気が増強され好ましいという評価結果が得
られた。
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